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研究成果の概要（和文）： 

歯科治療の進歩に伴い高齢者の残存歯数は増加したが、反面、歯根面の露出が高頻度に見ら

れるようになり、根面齲蝕が問題となってきた。今回、根面齲蝕の病態を解析すると共にその

新しい治療法を検索した。すなわち、根面齲蝕に関与する S.mutans の病原性を検討し、また、

齲蝕象牙質再石灰化のための新しい歯質再石灰化法を検討した。さらに、初期歯髄炎における

病態を解析すると共に、その治療法として抗炎症作用のあるカテキンの有用性を検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In elderly people in Japan, the number of remaining teeth increases, however, root 

caries have been developed because of the exposure of the surface of the roots to the 
oral cavity. Hence, we investigated the virulence factors of S.mutans considered to be 
the cause of root caries. Also we investigated the pathogenesis of the early phase of 
pulpitis and examined the anti-inflammatory effects of tea catechin as a sedative 
medicament of pulpitis. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

（１）高齢者によく見られる根面齲蝕は、痛

みを伴うものは少ないものの、広範囲にかつ

深く進行する場合が多く、歯根部根管に修復

象牙質が形成された場合、根管治療が困難に

なることも多い。 

 

（２）根面齲蝕では、慢性齲蝕として齲蝕の

進行が止まっている場合もよく観察される。

このように根面齲蝕はエナメル質齲蝕に続

発する象牙質齲蝕とは原因・病態が異なると
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考えられ、その診断は現在でも困難である。 

 

（３）適切な治療を施すには正確な診断が必

須であるが、根面齲蝕の正確な診断を下すに

はその病態・病因の解明が必須である。そし

て、根面齲蝕の病態・病因の解明には、根部

象牙質への細菌侵襲のメカニズムの解明の

みならず、根部象牙質/歯髄複合体を場とす

る細菌侵襲に対する生態の防御システムの

解明が必要である。 

 

（４）根面齲蝕は齲蝕除去後に修復窩洞を形

成した場合、残存歯質が極端に少なくなり保

存困難となるケースが多い。また、歯質の非

薄化のため修復・保綴処置後に歯根破折する

ケースも多い。このため最小限の歯質削除で

治療・修復できる方法が望まれる。 

 

２． 研究の目的 

 

根面齲蝕の正確な診断を下し、最小限の切削

で治療・修復できる治療法を開発するため、

以下の項目について検討する。 

 

（１）根面齲蝕の原因菌の病原因子とそのメ

カニズムを解析する。 

 

（２）齲蝕に侵された象牙質を削除せず、可

及的に保存するための再石灰化法を開発す

る。 

 

（３）初期の歯髄炎の pathogensis を明らか

にすると共にその治療法を検討する。 

 

３．研究の方法 

 

（１） S.mutans の糖代謝に関与する遺伝子

および耐酸性機構に関与する遺伝子の齲蝕

病原性への関与について検索するため、それ

ぞれの遺伝子改変株を作成し、その付着能、

グルカン合成能、グルコシルトランスフェラ

ーゼの発現について親株と比較検討した。 

 

（２）歯質成分による象牙細管および象牙質

の再石灰法を検討するため、我々が開発した

フッ化ジアンミンシリケートおよび新規材

料アンモニウムヘクサフルオロシリケート

の象牙質再石灰能を、ヒト抜去歯の象牙質を

用いてハイドロキシアパタイト析出の最適

な条件を検討した。 

 

（３）初期の歯髄炎で重要な役割を果たして

いると考えられる自然免疫を検討するため、

歯髄細胞の TLR2 と 4、NOD1 と 2 の発現を

RT-PCR およびフローサイトメトリーで解析

した。また、これらのレセプターを刺激した

場合の炎症性サイトカインの産生および作

用機序も検討した。さらに、消炎作用の期待

される茶カテキンのこれら炎症反応に対す

る作用も検討した。 

 

４．研究成果 

 

（１）S.mutans の糖代謝に関与する scrA 遺

伝子および耐酸性機構に関与する htrA 遺伝

子の改変株は付着因子の発現が低下してお

り、またグルカン合成量も低下していた。さ

らに、htrA 遺伝子改変株では、象牙細管への

侵入率が有意に低下しており、これらの遺伝

子が齲蝕病原性に強く関与していることが

示された。 

 

（２）ヒト抜去歯から作成した象牙質プレー

トにフッ化ジアンミンシリケートを作用さ

せたところ、象牙細管を緊密に封鎖した。さ

らに、濃度依存的にカルシウム/リン比が上

昇し、高濃度の場合、結晶中に占めるフッ化

カルシウムの量が上昇することが明らかと

なった。さらに新規材料のアンモニウムヘク

サフルオロシリケートにおいても同様の結

果が得られた。 

 

（３）ヒト歯髄細胞には TLR2,NOD1 および

NOD2 が発現しており、さらに NOD2 は歯髄組

織切片において免疫組織学的にも検出され

た。ヒト歯髄培養細胞をこれらのリガンドお

よび S.mutans で刺激すると、IL-8 や IL-6、

MCP-1 などの炎症性サイトカインを産生した。

これらの炎症性サイトカインの産生は歯髄

細胞をカテキン処理することにより抑制さ

れ、カテキンが歯髄炎の治療薬として有用で

あることが示された。 
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